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西洋画制作における環境改善のイーゼル試作

A Suggested Improvement upon the Traditional Easel Used in the Medium of Western Painting

天使大学(非)中　原　宣　孝

Ⅰ.はじめに

わたしたちが何かを表現･創造していくうえでのその制

作環境は､結果的にその作品に少なからぬ影響を与えてい

ると言えるであろう｡例えば筆の使いやすさ､椅子の座り

心地の良し悪しひとつ取り上げて考えてみても､その創作

に影響するであろうことは想像に難くない｡特に比較的西

洋画の歴史が浅い日本では､作家自身や結果として残って

いる作品自体の研究･分析が進んでいるわりに､物質的に

作品を支えている素材や道具･制作環境に対する研究が軽

視されている傾向があるように思われる｡

本論文においては､その制作環境に関連するイーゼル(画

架)に焦点を当てて様々な考察を試みたい｡イーゼルの歴

史は非常に古く､画材の中でも最も古くから用いられてい

た用具の一つと考えられている｡しかし必ずないと絵が描

けない画材用具というわけではなく､ ｢あると便利な画材｣

という位置付けからか､比較的軽視されがちなこともまた

現実であるように思われる｡現在では様々な機能を備えた

大型で構造も複雑なアトリエ用イーゼル(スタジオ･イー

ゼル)も一般的に用いられているが､このタイプのものは

比較的歴史が浅く､ 19世紀になってから作られるように

なったと言われる｡それまで､そして今日でもそれ以上に

普及していると思われる折りたたみ式(一般に三脚式)の

ものは､構造が複雑ではないことから軽量で持ち運びやす

いものが多く､脚を閉じると幅を取らないので収納性に優

れているため､数十台単位で備えておく必要のある学校に

おける美術教育の場で多く使用されている｡1)そのような

理由から本論文においては､この折りたたみ式のものを主

な研究対象として取り上げる(図1 ･ 2)｡このタイプの

ものの歴史は古く､その存在が確かめられるものとしては

古代ローマの墓地のレリーフやポンペイの壁画にも表現さ

れていて､以来今日に至るまで基本的な構造はほとんど変

わっていないようである｡2)逆に考えると､ある意味でそ

れほどまでに完成された形であるとも言えそうであるが､

授業等で実際に使っていて､既製品の中には様々な理由で

気になる点､改善できるのではないかと思われる点が幾つ

かある｡そうした疑問点(後に具体的に触れる)を踏まえ

て実際にイーゼルを設計･試作し､より快適なイーゼルの

形を模索･検証してみたい｡そうすることが単に制作上の

心地良さを追求するばかりではなく､延いては西洋画の制

作の質の向上に繋がるものであると考えるからである｡

Ⅱ.西洋におけるイーゼルの歴史的背景

イタリア語ではカヴァレット(cavalletto)､フランス語

ではカバレッテ(caballette)と呼ばれている画架だが､

最も一般的な呼び方はやはり英語のイーゼル(easel)で

あろう｡オランダ語で｢ロバ｣を意味するが､画架のこと

も意味するezelが語源であるとされている｡これは一説に

よると､ ｢ロバに荷を掛けるようにイーゼルに絵を掛けた｣

ことから来ているのではないかということである｡3)

日本においては今日でも特に日本画家は作品を床や机上

に寝かせた状態で制作する習慣があるように､近代になっ

て西洋画が取り入れられるようになるまで西洋式のイーゼ

ルは殆ど普及していなかったと思われるが､西洋において

は､先にみたように非常に古くから使われていたようであ

る｡西洋における古代から中世･ルネサンスを経て近代に

至る絵画美術史はある意味で､いかにして平面上に私たち

の視覚により近い状態で表現し得るかを追求して来た歴史

であると捉えることもできる｡例えば線遠近法の理論と技

法が早くから研究され用いられて来たのもそういった必要

図1　折りたたみ式イーゼル　図2　たたんで重ねた状態

(著者製作)　　　　　　　　(収納効率が良いことも利点)
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性からの必然的な流れであったように思われるが､同様に

形を正確に把握するために視点から作品への視線に対して

作品の面を垂直に固定しておく必要性もあったのであろ

う｡4)

厳密にイーゼルの起源を特定することは難しいようであ

るが､非常に古くから使われていたのは確かである｡それ

らが必要になった頃から存在していたと仮定すると､古代

エジプトのパピルスに描かれた巻物や布地､家具などに描

かれた作品等を除いて､つまり平面性を確保するための支

持体を伴った自律的物体としての移動可能な観賞用絵画

(タブロー画)の制作の始まりとほぼ時を同じくするであ

ろうことは想像に難くない｡西洋において､その支持体を

伴った移動可能な観賞用絵画が作られていたとされる確か

な記述としては､エジプト王朝時代にまで遡る｡当時のも

のはもっぱらパネル画(木製の板絵)である｡しかしなが

らそれら支持体を伴った移動可能な観賞用絵画が､ローマ

時代や中世の間もイコン画等､様々なかたちで作られてい

たが､その割合を急速に増すことになるのはルネサンス期

まで待たなくてはならない｡すなわち､それは､それまで

教会等の建築物の壁面に描かれることが多かった公共性の

強い絵画から､豊かな人間性に目覚め始めた当時の人々(特

に上流知識階級)の道徳･宗教･哲学観の変化にともなう

より広いテーマでの､より個人的要求による絵画制作の依

頼およびコレクションの欲求に応じるように､それら移動

可能な観貿用絵画が求められるようになる｡特にカンヴァ

スは､比較的軽量で持ち運びやすく､大画面にも対応し得

ることから､その後次第に多く用いられることになり今日

に至る｡5)

一方､イーゼル自体の方としては､現存するものは極め

て少ないとしても､描かれるなどして表現されて残ってい

る作品からその存在を確かめることは可能である｡ 『絵画

材料辞典』6)によると次のような実例がある｡最古のもの

の一例としては､エジプト王朝時代の墳墓の上に彫刻され

たレリーフにその形が表されている｡エジプトの

Mererukaにあるマスターバの壁画に彫られたレリーフが

それである｡これは何らかの台座によって垂直に立てられ

ている2本の柱から直角に突き出ている上面をギザギザに

加工した部分によって快適な仰角で作品を受け止めるよう

になっていたと思われる｡ 2本の柱の間隔によっては､横

に長いパネル画にも対応できそうである｡この後､おそく

ともローマ時代には今日のものと大差のない折りたたみ式

のイーゼルが既に存在していたのは確かなようである｡

図3 1665年頃　油彩･カンヴァス120×100cm

ウィーン美術史美術館

Ⅲ.一般的な授業用イーゼルにおける疑問点

1.使用時に脚をさえぎるブリッジについて

イーゼルを使って絵画を制作するにあたって注意する点

がいくつかある｡単視点からできる限り対象を客観的に捉

えるために､視点が動かない状態でモティーフと作品を同

時に眺められなくてはならないことから､制作者から見て

モティーフと同じ方向にイーゼルを設置してはならない｡

例えばフェルメールの『絵画芸術の寓意』 (図3)にも描

かれているように､イーゼルや作品によってモティーフを

さえぎらないように､おもに利き手側にイーゼルと椅子の

図4　授業風景から
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図5　試作品/基本平面図

方向を適宜回転させるのが一般的である｡また同じ理由か

ら､姿勢良く座ることがあげられる｡実際授業ではそれら

のことを､始めに使用する際にその理由とともに説明し､

制作過程においても問題があれば必要に応じて繰り返し指

摘する必要がある｡

ところで､ごく一般的な折りたたみ式イーゼルは左右の

2本の支柱の問の床の接地点から数十センチくらいの所に

その支柱同士を繋いで固定することでカンヴァスを設置す

る面を形成するためのブリッジ(本体下部の横材)がある

ことが多く､しばしばそこの上に足を乗せている場合があ

る(図4)｡その時バランスを保つために少なからず上体

がやや前屈みになったりして姿勢が悪くなってしまう｡そ

うなると知らずしらず視点が定まらず､正しい形態の把握

の妨げになると考えられる｡授業においては見受けられた

時点でその都度注意することも大切であるが､他に対策は

ないであろうか｡やや制作に疲れてきたときなどに丁度足

を乗せたくなるような高さにあるそのブリッジをどうにか

することはできないであろうか｡

2.イーゼルと椅子の距離について

標準的に､作品との距離は実際に腕を水平に伸ばしたと

きに画面に触れられるくらいが良いとされている｡あまり

画面が近いと､特に比較的大きな画面ほど全体の構図やバ

ランスが把握しにくくなるというのがそのおもな理由であ

る｡時にはそれでも不十分に感じられる場合は､さらに一

時的にイーゼルごと画面を遠ざけるか､立ち上がって後ろ

にさがって眺めることも大切である｡ただし逆に､制作が

進むにつれて細かな描写がしたいときなどには､経験上か

らもかなり視点の近くに作品を引き寄せられると､大変制

作しやすいのも事実である｡その点ではイーゼルの脚部や

先のブリッジと椅子や脚が占めるスペースとの関係に一考

の余地がある｡

3.高さの調節について

作品を受けて固定させる部分の構造は様々であるが､特

に折りたたみ式イーゼルにおいては大まかに分けると､蝶

ネジ等(他にノブボルト型のものもある)で支柱に締め付

けることで無段階に調整できるものと､支柱自体に一定間

隔で穴を開けるなどしてそこにクサビ等を差し込むものと

がある｡後者ではあまり細かな高さの調節が無理である一

方､前者では､作品の高さを無段階で調整でき､その際に

作品を一時的に外す必要もないという利点があるが､正確

に水平をとるのにやや苦労したり､締め付けが甘かったり

などして受け台ごと作品を滑り落としてしまうことが時々

見受けられる｡屋外などで必ずしも地面が水平でない場所

では前者の無段階である場合が便利であることもあるが､
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図6　試作品/正面から

教室など床の水平な室内で使用するうえでは､先に指摘し

た後者の短所も50mmくらいの間隔で調整できると殆ど気

にならない｡総合的には後者の方に利点が多いように思わ

れる｡

4.小品制作への対応について

標準的な折りたたみ式イーゼルは､左右の2本の支柱の

間が何もなく空いているものがほとんどで､例えばサム

ホール等の､作品が両側の支柱に届かない場合のような小

さなものに対応できていない｡なかには中央に縦に棒材が

付いているものもあるが､幅が十分とは言えない｡あまり

多くはないが､稀に受け台が無く両側のクサビ等だけで作

品を支えるものもあるが､このタイプもまた両側の支柱に

届かない小品には対応できていない｡できれば限りなく小

さな作品にも対応できるものが望まれる｡7)

5.受け台の構造について

作品の落下を防止するためか横から見ると手前側がL字

型に立ち上がりがあるのが普通であるが､必要以上に高さ

があるものが多い｡折りたたみ式のイーゼルは構造上作品

の面が必ず仰角になるのであるから､少なくとも台が滑り

にくいものであれば落ちることは考え難い｡制作ではなく

展示を目的に使うのなら別だが､視覚的な安心感を得るこ

とはあるだろうが､制作の場では機能性の面からはほとん

ど意味がないように思われる｡さらに必要以上に前後の幅

があるものも多い｡そのため授業中､本来鉛筆や筆を置く

ためのスペースではないのであろうが､置いてあることを

忘れて高さを変えるために作品を持ち上げて､それらを落

とすことも時々見受けられる｡8)

図7　試作品/斜め前から

Ⅳ.疑問点を踏まえての改善(試作)

先の疑問点を踏まえて､より良い西洋画の制作に繋がる

制作環境の改善をめざしたイーゼルの製作を試みた(図5
-9)｡製作に要した材料を以下に示す｡

･本体縦材(エゾ松材)/1495×30×30mm　---

･後脚縦材(エゾ松材)/1185×30×30mm　-･--

･本体頭部横架材(エゾ松材)/800×30×30mm -

･本体下部横材(エゾ松材)/690×30×30mm =-･

･受け台(エゾ松材)/740×24×24mm -･--･-･

･後脚頭部横架材(エゾ松材)/450×30×30mm -

･フレーム部貫(エゾ松材)/425×30×30mm --

･後脚下部横材(エゾ松材)/360×30×30mm ･--

･資料掲示用構造物(エゾ松材)/75×30×30mm =･

･フレーム部縦材(エゾ松材)/930×24×24mm -

･有孔シナベニヤ/900×450×5.5mm-------

･丸棒材/◎10×50mm -----‥-･･--･---

･蝶番/64×25× 6mm ･----=----･----

･蝶番用皿タッビング/◎2.4×15mm･-･-----

･スポンジゴム材/450×20×10mm　-------

･ベニヤ固定用皿木ネジ/¢3.5×20mm---･--

ヒートン/◎12mm

･紐/◎3×600mm

･合成樹脂塗料(つや消し･透明)

･合成樹脂塗料(オレンジ色) -･

本本本本本本本本本本牧本個本牧本個本量量2　2　1　1　2　1　1　1　1　2　1　6　2　1 2　2　6　2　1　要　要

必　必

設計･製作の基本姿勢としては､それらの疑問点をすべ
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図8　試作品/斜め後ろから

て改善することを前提にしつつも､既成概念にとらわれな

いように心掛けた｡主要部分の素材は30×30mm厚の十分

乾燥し歪みのないエゾ松材を用い､有孔シナベニヤ部分お

よび受け台部分は透明ウレタン樹脂塗装､その他の部分は

合成樹脂塗料によるオレンジ色の塗装で仕上げた｡今回オ

レンジ色を選択したのは､既製品はスチール製のもの以外

だとおおむね木目調のものがほとんどで､他に黒色･白色

塗装のものが数種類見受けられるくらいであるが､もっと

様々なカラーヴァリエーションがあっても良いのではない

かという提案をしたかったことによる｡エゾ松材の接合部

図10　快適な位置まで脚を通せる構造

図9　試作品/折りたたんだ状態

分は全てホゾ加工により十分な強度をもたせ､折りたたみ

部分は一般的な蝶番を用いた｡その他の改善･工夫点を以

下に示す｡

1.左右の支柱を繋ぐブリッジについて

イーゼルを設置した状態で､左右の支柱を繋ぐブリッジ

の下端から床までの高さを約50cmになるようにした｡そ

の結果､先の(疑問点1)と　く疑問点2)の改善を図った｡

ブリッジの上に足を乗せることで姿勢を崩してしまう可能

性をなくし､ブリッジが膝の上に来る高さにすることで足

元の空間をすっきりさせ､脚を好きな位置まで自由に通せ

るようにすることで視点とイーゼルとの距離をより自由に

設定できるようにした(図10)0

2.受け台について

先の(疑問点3)と(疑問点5)に対処すべく製作して

みた｡ (疑問点3)において指摘した理由から､クサビ式

の受け台を選択した｡一般的な折りたたみ式イーゼルのよ

図11受け台部分(すっきりしているが安定感は十分である)
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図12　受け台を2台使った状態

うに左右の支柱をハの字形にせず､互いに平行な位置関係

にしたことで可能になったことであるが､クサビは受け台

に接着し固定してしまうことで差し込みの作業を一度の動

作で済むようにし､穴のピッチは50mm間隔とした｡受け

台はカンヴァスの厚みとほぼ同じくらいの､断面が24×

24mmの棒材を用いたので｢台｣というと大袈裟に感じら

れるほどであるが､通常のカンヴァスを支えるには十分で

ある｡この形状にしたのは　く疑問点5)で指摘したような

不手際を防ぐためでもあるが更にカンヴァスの下方の描写

の妨げにならないということも考慮した結果である｡滑り

止めと安定感に配慮して上面にスポンジゴム材を貼った

(図11)0

3.小品制作への対応について

(疑問点4)に対処すべく今回の試作品では900×450×

5.5mmの有孔シナベニヤを張り､小さな作品も安定して置

けるようにした｡後日のメンテナンスをしやすくすること

を考慮して6箇所のビス留めでフレームに固定した｡軽量

図13　エスキース･資料等の掲示のための構造物(受け台の上に)

F㌦

図14　実際に使用している状態

化を考慮して主要部分を30×30mmという比較的細めのフ

レームで製作したが､この有孔ベニヤを張ることで構造上

イーゼル全体の強度がかなり増すことに繋がったのも利点

である｡

4.その他

心地良さの追求のヒントは色々な所に隠されている｡受

け台を2台作ったことで場合によっては制作中の作品を2

枚設置しておくことができた(図12)｡また実際に使って

いて気付いたことであるが､制作中のカンヴァスのすぐ上

にもうひとつ受け台を付けておくと腕鋲(Mahlstick. Rest

Stick)の支点としても便利である｡

付属品として､既製品のクリップと併せて空いているク

サビ用の穴を利用して必要に応じて制作中にエスキースや

資料等を好きな位置に見易く掲示しておけるような構造物

を取り付けられるように工夫してみた(図13･14)｡支柱

の幅が30mmとやや太すぎてクリップ自体では挟みにくい

ことと､場所を変えたい場合にも差し替えるという動作だ

けで済むという利点がある｡

Ⅴ.あわりに(試作から得られたこと)

先に指摘した疑問点を跨まえての改善･工夫点に関して

は､おおむね良い結果が得られたように思われる｡一方､

試作品から感じられた更なる改善点としては､

①ある程度の大きさまで対応できるように考慮し過ぎた結

果､一般的な折りたたみ式イーゼルよりひと回り大きな

ものになってしまった｡特に横幅が実際に授業等で使用

するにはややスペースを取り過ぎるようである｡

500mmくらいでも良いと考えられる｡9)

②ある程度の大きさまで対応できるように考慮しようとし

たのであれば左右の支柱を繋ぐブリッジより下にもクサ

どの穴を開けてもよかったのではないか｡そうしておく

ことで､やや大きめの作品､特にその上方を描くときに

は都合がよい｡脚を通せるという構想に捕らわれ過ぎた

ため､そうしなくてもよい状況があってもよいことのイ
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メ-ジが疎かになってしまった｡

今後の課題としたい｡

実際自ら使用してみた上で､膝下に障害物がないことは

やはり快適である｡経験上特に長時間の制作においては､

背焦れのある椅子であることが視点の安定だけではなく疲

労度にも大きく関わってくる｡その場合イーゼルの間に脚

を通せるだけではなく､椅子もその間に入れられる構造で

あることが重要である｡今回の試作品において最も重要視

したことの一つは､イーゼルとその使用者との距離をなる

べく自由に設定できることであったが､色々な構造の椅子

に対応できる十分なスペースがあることにも気を付けて設

計した｡一方イーゼルに設置したカンヴァスの画面の仰角

は制作中の姿勢の良し悪しにも関わる重要な点であるが､

当初その調節のことにまで考えが及ばなかった｡今回の試

作品では太めの丈夫な紐でイーゼルの開きを固定したが､

その後絵画展示用のワイヤー金具を改良したものを取り付

けてみたところ､カンヴァスの画面の仰角を無段階に簡単

に調整でき､大変便利で快適である｡その結果､視点がぶ

れにくく良い姿勢を長時間保ち易いばかりではなく､最適

な距離と角度でカンヴァスを設置することにも一層優れた

構造のイーゼルになったと思われる｡

さらに受け台の形状についても意図していた通りにいく

つかの改善ができた｡必要以上に前後の厚みがないので､

作品の下方の描写の妨げにならないばかりではなく､腕鋲

を使う場合にも同様に都合が良い｡また先に指摘したよう

に作品のすぐ上にもう一本設置しておくことでその腕鏡の

支点としても便利である｡特にカンヴァス自体を支点にし

にくい小品においては大変都合が良い｡またクサビを一体

化したことで高さの調節もスムーズに行える｡

また､面(有孔シナベニヤ部分)があることは小品に対

応するために限らず構造的に強度が増すばかりでなく､心

理的にも安定感がある｡カンヴァスを置いたときの周囲の

有孔ベニヤと受け台部分にはあまり強い色彩がこないよう

に木地を生かしたナチュラル塗装にしたが､より様々な制

作空間のスタイルや使う側の噂好により広く対応すべく､

他の商品やインテリアの様により多くのカラーヴァリエー

ションを設定することに意味がないようには思われない｡

その他､資料等の掲示のための構造物は､視点からの最

適な距離と向きを自由に設定できて大変便利であること､

イーゼルの重量は約5kgと比較的軽量で､さらに折りた

ためることもスペースの有効利用に対応し得る便利な点で

ある｡

以上様々な改善点について述べてきたが､言うまでもな

く試作品は､こうあるべきだという唯一無二の理想型を示

すものではない｡例えばパレットをいつも傍らのテーブル

の上に置いて制作する人にとってはパレットの穴は必要の

ないものであるように､個々人の制作スタイルや噂好も

様々なのであるから｡ただ今回の試作･検証がいくらかで

もより快適な西洋画の制作環境の改善を模索する上での一

助となれば幸いである｡

註および参考文献

1)メーカーによっては､デッサン専用というわけではないのだが､

スタジオ･イーゼルと区別するために､ ｢デッサン･イーゼル｣
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ンダを描いた映画r真珠の耳飾りの少女』 (監督:ピーター･ウェー

バー､ 2003年､イギリス/ルクセンブルク)においてその様子

がよく再現されていた｡いずれにしてもルネサンス期において､

それまでおもに漆喰の壁に描かれていた絵画が､フランドル派
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りした板に描かれるようになり､さらにヴェネツィアの画家た
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